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主論文 

The prognosis and recurrence pattern of right- and left- sided colon cancer in Stages II, III, and 

liver metastasis after curative resection 

 

根治切除後の結腸癌 StageⅡ、StageⅢ、及び大腸癌肝転移における原発部位が与える影

響 
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論文審査の要旨 

 

 結腸癌の原発部位が予後に影響を及ぼすことが報告されているが、詳細な検討は少な

い。本研究は、結腸癌手術症例を Stage Ⅱ、Stage Ⅲ、及び肝転移にサブ・グループ化

し、左側結腸癌と右側結腸癌の予後の相違を解析したものである。結果は StageⅡでは無

再発生存率・全生存率に左右差はなく、Stage Ⅲおよび肝転移症例では無再発生存率に

差はないものの、全生存率は右側で有意に低かった。また再発形式が右側では腹膜播種

が多いことが示された。背景因子に左右差のあった性別、壁深達度、組織型、静脈侵襲

を調整しても同様の結果であり、リンパ節転移を起こす過程に腫瘍進展の違いがある可

能性が示唆された。 

公聴会では、左右結腸間での遺伝子変異の相違や、それによるリンパ管侵襲や管内で

のふるまい、門脈血流の差、今後の化学療法の可能性についての質問があり、臨床研究

による限界はあるもの、現在想定しうることを丁寧に回答され、学位研究の成果が裏付

けられた。 

本研究はリンパ節転移を有する結腸癌の原発部位が、初回手術後ならびに肝転移後の

予後にも影響を及ぼすことを証明したもので、今後の消化器外科学の発展に寄与すると

考えられる。 

以上より、本研究は博士（医学）の学位に値すると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに消化器機能制御医学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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